
主目的 5 22 3

副目的

款 項 目 大 中

○ ○

無

単位

千円

人

千円

人

千円

千円

％

千円

千円

千円

11,550

費用合計

0.20

人件費

従事者数

人件費

従事者数

0.20

費
用

0

直接経費

00

0.000.00

一部又は全部委託

実施・運営
方法

２０年度より地元権利者との整備計画の調整を進め、２１年度は、地権者より基本計画
の同意を得られたので、用地測量及び路線測量を実施した。平成２２年度においては、
２１年度の測量を基に道路計画をまとめ、支障物件の補償調査を行うとともに関係機関
との協議を進め、２３年度から一部道路整備工事着手を目指す。

目的
（対象をどの様
な状態にするの

か）

内容
（手段）

指定管理・外郭団体

本市の北の玄関口である田県神社前駅周辺の整備を行うことにより、駅の利便性を向
上させ、駅北の市有地の有効活用及び周辺土地利用の活性化を図るものである。

名称：　　　Ｎ Ｐ Ｏ ・ そ の 他

総合計画
分野別計

画

予算区分 4 1

都市基盤

市が直接実施・運営

根拠法令・個別計画

市街地整備

8

名称：

小牧市都市計画ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ

2 1

会計区分 施設整備系

平成１８年度 平成２６年度～事業期間

事業番号

田県神社前駅駅前整備事業

266

平成２３年度事業シート（概要説明書）《※平成２２年度実施事業》

都市建設部

事
　
　
業
　
　
の
　
　
概
　
　
要

受益者負担 内容

事務事業名

0

一般財源

0
財
源

2,573

0

コ
　
　
ス
　
　
ト

2,573

12,623

69.2

8,738

その他財源

7,665

Ｈ23予算額Ｈ21決算額

0.20

8,738

0

0

担当係

事業類型

鉄道周辺を整備する

一般会計

地域住民組織

1,0731,073 1,073

Ｈ22決算額

1,500

0

12,623

0.00

対前年比

都市政策課

計画係

担当部

担当課

正職員

その他職員

国・県支出金



単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

単位

目標

実績

目標

実績

二
次
評
価

判定理由 一次評価のとおり

B 市が実施(改善が必要)

成果指標名

事業を廃止・
休止したとき

の影響

　当地区は、過去からの土地区画整理事業の計画断念により、基盤整備が遅れている
地域であります。本周辺整備事業については、当地区における拠点整備として駅前広場
等の整備を行うことで、駅の利便性を向上させ、地域住民の交通安全を確保し,当地区
の活性化を図る目的の事業であるため、事業の廃止等は、当地区の活力の低下を引き
起こす要因となります。また、駅北側にある市所有地が、未活用のまま放置されることと
なります。

判定理由

市が実施(改善が必要)

事
業
の
自
己
評
価

（
一
次
評
価

)

今後の事業
の方向性

（今後の取組
み・改善計画

等）

判　　　定 B

　駅周辺整備計画として駅前広場を含めた全体計画が未確定である中、今後の経済社
会情勢を鑑み、段階的整備を考えた駅前広場及び道路計画をまとめ、効果的に事業を
進める。

　駅前広場の整備計画が、関係機関との協議や経済情勢の変化により、思うような進展
が図れていないことから、全体の事業の進め方について改善する必要がある。

地権者説明会開催数

物件調査件数

事業目的の
達成状況

　駅周辺整備を行う目的のうち、地域住民の交通安全の確保のため、市道布袋内津線
の歩道設置を先行して進めている状況の中で、22年度については、支障物件移転補償
調査を予定していたとおり実施できました。
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